
日
本で
は
・な
く
て
む
し
ろ
ソ
連の
ほ
うで
あ
ろ
う。
ゴ
ル
バ
チョ
フ
政

権と
し
て
は、
圏
内の
民
族
問
題と
北
方
領土
問
題と
を
早
晩、
両
者

を
デ
カ
ッ
プル
す
る
（切り
緩す）
工
夫
を
乙
ら
す
必
要に
迫ら
れ
み

で
あ
ろ
う。
乙
の
点に
お
い
て、
ゴ
ルバ
チョ
フ
の
政
治
的
権
力が
強

化さ
れ
る
傾
向K
あ
る
と
と
は、
日
本K
と
り
好
都
合な
展
開の一
つ

で
あ
る。

も
し
以
上
の
よ
う
な
展
開で
今
後
事
態が
進
む
と
し
て
も、
ニ
O
O

O
年に
北
方
四
島の
すべ
て
が
日
本の
主
権
下に
戻っ
てい
る
と
想
定

す
る
の
は、
や
や
楽
観
的
な
予
想に
す
ぎ
る
で
ゆ
巧
ぅ
〆
同
窓
側に
と

っ
て
物
事が
実K
う
ま
く
運ん
だ
と
し
て
も、
劃
舞と
色
丹の
実
際の

返
還と
残りの
二
島で
あ
る
臨
船と
船
協の
二
O
O
O
年
ま
で
の
返
還

が
約
束さ
れ
てい
る
程
度で
あ
ろ
う。
そ
の
代
償と
し
て、
日
本は
四

島の
非
軍
事
化を
約
束
し、
ソ
連へ
の
低
利、
長
期、
大
型の
借
款・お

よ
び
技
術
協
力を
約
束し
実
現し
てい
る
で
あ
ろ
う。

そ
の
と
きの
日
ソ
関
係は、
今日
の
日
中
関
係の
よ
う
な
も
の
と
な

っ
てい
る
で
あ
ろ
う。
す
な
わ
ち、
決し
て
ア
メ
リカ
人の
あ
る
者が

心
配
す
る
よ
うに、
日
米
関
係に
悪影
響を
与え
る
よ
う
な
形に
は
な

っ
てい
ない
で
あ
ろ
う。
ゴ
ル
バ
チョ
フ・
ソ
連は、
二
国
関
係（た

とえば、
日ソ
関係）
の
改
善が
第三
国（たとえば
米国）
の
利
益
を

害
す
る
形で
行わ
れ
で
は
な
ら
ない
と
明
言し
てい
る。
よ
り
具
体
的

に
は、
今日
の
ソ
連は、
日
米
安
保
条
約を
動か
し
が
たい
事
実と
し

て
承
認
す
る
現
実
主
義の
立
場に
変っ
て
きてい
る。
そ
の一
つ
の
現

由は、
日
米
関
係の
強
固
さ
を
認
識
し
て、
容
易
な
と
と
で
同
関
係の

要
な
節
目
だっ
た
は
ずの
去
る
十
月一
日
の
建
国
四
十
周
年も、
戒
厳

令
体
制
下
で、
しか
も
一大
安
門広
場
を一
般
市
民の
立ち
入
り
禁止に

し
て
迎
え
ざ
る
を
え
な
かっ
た。
そ
し
て
と
の
十一
月
初
旬、
新
しい

指
場
体
制
下
で
聞
か
れ
た
中
国
共
産
党
十
三
期
五
中
全
会に
お
い
て

も、
結
局、
戒
厳
令の
解
除は
実
現し
な
かっ
た。

な
ぜ、
戒
厳
令を
解
除で
き
ない
の
か。

現
住、
中
国
は、
民
主
化
運
動に
立ち
上
がっ
た
学
生、
知
識人
を

徹
底
的に
摘
発
す
る
M
恐
怖
政
治H
を
断
行
し
てい
る。
に
も
か
か
わ

ら
ず、
武
器
や
弾
薬の
回
収が
思
うに
ま
か
せ
ない。
と
れ
は
中
国
社

会の
な
か
に、
血の
犠
牲
を
払っ
て
形
成さ
れ
た
今日の
強硬
派
指
導

部、
江
沢
民
体
制に
対
す
る
批
判
と
抵
抗の
潜
在
的
な
ネッ
ト
ワ
ー
ク

が、
い
か
に
根
強
く
強
り
め
ぐ
ら
さ
れ
てい
る
か
を
物
語っ
てい
る。

し
か
も、
天
安
門
事
件
以
来
形
成
さ
れ
た
新
しい
党
中
央
に
お
い

て、
一得び
深
刻
な
亀
裂が
生じ
てい
る。
乙
れ
は
天
安
門
事
件
で
グ
手

を
汚
し
たM
李
鵬
首
相、
お
よ
び
荷
石
党
中
央
規
律
検
査
委
第一
部

海に、大地に、空間に

21世紀の地縁を

分
断は
不
可
能
と
悟っ
た
か
ら
で
あ
る。
さ
ら
に、
日
本が
安
保
条
約

を
通じ
て
米
国のコ
ン
トロ
ール
下に
お
か
れ
てい
る
ほ
うが、
そ
れ

を
離れ
て
独
り
歩き
し
軍
事
大
国
と
な
る
よ
り
もレ
ッ
サ
1・
イl
プ

ル
（より
小さな
惑）
と
み
てい
る
か
ら
で
あ
る。
今
日、
日
ソ
貿
易

は、
日
中
貿
易の
約三
分の一
で
しか
ない。
日
ソ
両
国の
経
済
的ポ

テン
シャ
ル
を
考
慮
す
る
と、
北
方
四
内閣
対日
返
還が
決
定
さ
れ
る
と

と
に
よっ
て、
日
ソ
間の
経
済
関
係が
日
中
間の
レ
ベ
ル
に
近づ
く
ζ

と
は
夢
物
語で
は
ない。
も
ち
ろ
ん、
日
ソ
両
国
間の
イ
デ
オロ
ギ

ー、
体
制、
そ
の
他の
差
異は
残る
で
あ
ろ
う。
い
か
な
るこ
国間で

あ
れ
対
立
や
紛
争の
ない
百パ
ー
セ
ン
ト
友
好
的
な
関
係とい
う
も
の

は
あ
り
え
ない。
しか
し、
隣
り
合
う
日ソ
二
国
間が
領土
紛
争とい

う
最
大の
聴を
抜
きノ
ーマ
ル
な
関
係に
近づ
くこ
と
は
望
ま
しい
ζ

と
で
あ
る。
楽
観
的
す
ぎ
る
と
の
批
判を
承
知
し
私は｝一
O
O
O
年
ま

で
に、
ζ
の
く
らい
の
レベ
ル
に
ま
で
日ソ
関
係が
改
普
さ
れ
る
と
あ

え
て
予
測し
たい。
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外

査
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中
嶋
嶺
雄

闘機
欄翻

鐙
圃

記、
挑
依
林
副
首
相ら
の
「
保
守
派」
の
政
治
局
常
務
委
員と、
手
を

汚
さ
な
かっ
た
ゆ
えに
J一
階
級
特
進d
し
て
党
総
書
記に
な
り、
今

回
郡
小
平
を
継い
で
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席に
なっ
た
江
沢
民、
‘お

よ
び
天
津
市
長と
し
て
知ら
れ
てい
た
李
瑞
環、
そ
して
宋
平ら、
新

し
く
政
治
局
常
務
委
員と
なっ
た
「
党
官
僚グル
ー
プ」
と
の
あい
だ

の
亀
裂で
あ
る。

ζ
れに
加
え
て、
今
後の
中
国
が
当
聞
す
る
で
あ
ろ
う
社
会
的、
経

済
的
困
難が
あ
る。
深
刻
な
財
政
危
機、
イン
フ
レ
の
昂
進、
外
貨不

足、
失
業
者の
噌
大、
対
外
累
積
債
務の
拡
大
な
ど
だ
が、
当
局が
強

硬な
引
き
締め
政
策を
と
ろ
う
と
し
てい
る
だ
けに、
中
国
社
会
は
今

後か
な
り
厳しい
状
況に
置か
れ
よ
う。
中
国の
経
済が
活
況
を
呈
す

る
とい
う
見
通
し
も
ほ
と
ん
ど
立
た
ない。
と
く
に
外
貨不
足は
深
刻

で、
天
安
門
事
件
以
後の
観
光
客
不
足か
ら、
約
四
O
億
米ドル
近い

観
光
収
入が
大
幅に
減
少
し
て
し
まっ
てい
る。
外
国
人
観
光
客の
外

貨を
免
換
券に
代
え
る
ζ
と
に
よっ
て
何ら
れ
る
年
間一
O
O
億
米ド

デザインする

出血球をキャンパスとして、貨かな

入関空間を錨きたいーーこの

壮大な夢を実現するため、人は

港をつくり、橋をかけ、滋や衡を 一
つくってきました．織ってきた投

衡と信傾で、都市後能の向上

に努める東亜建設工業．人々
の生活や滋.の発展に寅献し、

自然と人間の調和をめざして、

海に、大地に、空間に、21世紀

の地味をデザインしま札
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ル
近い
中
国
側の
利
益
も
な
く
な
る。

要
す
る
に、
中
国
は
天
安
門
纂
件とい
う
大
き
な
代
慣を
経
な
が
ら

も、
依
然と
し
て
政
治
的、
社会
的に
は
きわ
め
て
不
安
定
な
状
況に

あ
る
の
で
あっ
て、
戒
厳
令が
解
除で
き
ない
理
由
も、乙
ζ
に
あ
る。

ζ
の
よ
う
な
状
況
下
で、
去
る
十一
月
九日、
部
小
平の
党
中
央
軍

事
喪
主
席
辞
任が
報
じ
ら
れ
た。
だ
が、
郡
小
平が
と
れ
で
完
全に
引

退
す
る
の
か
ど
うか
に
つ
い
て
は、
大い
な
る
疑
問が
残る。

ま
ず、
天
安
門
事
件に
際
し
て、
誼
紫
陽
前
総
書
記の
暴
露に
よっ

て
明
ら
か
に
なっ
た
中
国
共
産
党の
「
最
高
桜
密
決
議」、
す
な
わ
ち

「
すべ
て
の
重
要
事
項
の
決
定
は
郡
小
平
同
志
に
委
ね
ら
れ
る」
と
の

秘
密
決
議
そ
の
もの
が
今
回、
撤
回さ
れ
たの
か
ど
うか。
表
向
き乙

の
魁
密
決
議
の
存
在
を
否
定
し
てい
る
江
沢
民
新
総
書
記
で
さ
え、

「
重要
な
ζ
と
は
郡
小
平
さ
ん
に
掴
献
す
る」
と
い
っ
てい
る
と
と
か

ら
み
て、
ζ
の
点が
問わ
れ
念い
か
ぎ
り、
・た
と
え
公
職を
引
退
し
て

も、
野
小
平
氏の
「
院
政」
体
制が
依
然
と
し
て
続
く
の
で
は
な
い

品U。ま
た、
今日
の
中
国で
は
天
安
門
事
件K
よっ
て
軍
が一時
ひ
政
治に

介
入
し
て
き
た。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
楊
尚
昆
国
家
主
席
兼
党
中
央

軍

事委員会第一
副
主席で
あ
る。
彼は
都
小
平の
跡
を
襲
うべ
く、

さ
ら
に
党
中
央
軍
事

委員会主
席の
座
を
狙っ
てい
る
と
と
は
明ら
か

で
あ
り、
実
弟で
あ
る
楊
白
沫
総
政
治
部主
任は
今
回、
中
央
軍
事
委

員
会の
秘
書
長に
なっ
てい
る。
箪
権
を
絶
対に
楊
尚
昆国
家
主
席に

渡し
た
く
念い
部
小
平と
し
て
は、
ζ
う
し
た
状
況
が
あ
れ
ば
ζ
そ、

枠
組の
な
か
で、
中
国の
当
局
者と
の
あい
だの
友好
関
係
を
最
大
限

に
監
視
す
る
立
場を
とっ
て
き
た。
中
国
当
局と
西
側
諸
国
と
のパ
イ

プ
役
を
自
認し、
さ
ら
に
は
天
安
門
事
件
を
起し
た
中
国
当
局の
8
暴

虐d
を
正
当
化
す
る
か
の
よ
う
な
態
度
ま
で
示
し
て、
い
わ
ば
「
水
先

案
内
人L
の
役
割
を
かつ
て
出
てい
る。

そ
の
日
本の
立
場を
と
ら
え
て
中
国
は、
早
く
同
借
款
を
再
開
し
て

ほ
しい、
西
側と
のパ
イプ
役に
なっ
て
ほ
しい
と
の
要
求を、
さ
き

の
伊
東
正
義
氏ら
の
日
中
友
好
議
員
連
盟の
訪
中
国
ゃ、
と
の
十一
月

上
旬の
斎
藤
英
四
郎
経
団

連会長
ら
の
日
中
経

済協会
代
表
団
な
ど
に

も
提
示
し
てい
る。
し
か
も、
天
安
門
事
件に
つ
い
て
は
依
然と
し
て

グ
暴
乱d
鎮
圧
が
正
し
かっ
た
とい
う
立
場を一
歩も
譲っ
てい
ない。

ζ
れ
で
は
臼
本
側と
し
て
も、
水
先
案
内
の
役
は
か
つ
て
出
た
も
の

の、
阿
倍
款
凍
結
解
除に
ま
で
積
極
的に
出
る
わ
けに
はい
か
ない
と

い
うジ
レ
ン
マ
に
陥っ
て
し
ま
う。
伊
東
訪
中
固に
せ
よ、
日
中
経
済

協
会の
訪
中
団に
せ
よ、
わ
が
聞は、
飛
ん
で
火に
入
る
互の
虫の
よ

... 凪圃圃阻皿lla.'lm園田四国置咽岡町E・
E ー

そ
の
ポス
ト
を
江
沢
民に
譲っ
た
の
で
あ
り、
そ
の
後
見
人と
し
て
も

完
全に
引
退
す
る
とい
う
わ
けに
はい
く
まい。

さ
ら
に
郡
小
平の
ラ
イバ
ル
で
あ
り、
党
中
央

顧問委員
会
主
任の

陳
雲が、
依
然と
し
て
現
役で
あ
る
と
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と、
革
命

第一
世
代の
最
高リ
ー
ダ
ー
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
都
小
平一
人が
ζ

の
場で
完
全に
引
退し
た
と
み
な
すと
と
は
で
き
ない。
し
か
も、
政

，
治
局
常
務
委
員
会、
つ
ま
り
トッ
プ
シ
ッ
クス
が
真っ
こ
つ
に
割れ
て

い
るい
ま
の
状
況で
あ
れ
ば、
な
お
そ
のバ
ラン
サ
l、
審
判
者と
し

て、
郵
小
平の
存
在は
欠く
ζ
と
が
で
き
ない
は
ずで
あ
る。
む
し
ろ

彼
自
身は
ポス
ト
が
な
く
なっ
たと
と
に
よっ
て、
政
治
的
なマ
ニ
ピ

ュ
レ
ーショ
ン
（操作）
が
よ
り
以
上
に
可
能に
なっ
た
と
み
るべ
き

だ
ろ
う。
お
そ
ら
く
郡
小
平
氏は、
死ぬ
まで
天
安
門
事
件の
責
任を

免れ
ない
ま
ま、
結
局M
皐由市H
と
し
て
君
臨せ
ざる
を
え
ない
の
で

は
な
か
ろ
うか。
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「
日
本
が
しっ
ぽ
を
振っ
て
やっ
て
く
る」

と
う
し
た
状
況の
な
か
で、
中
国
は
日
本K
対
し
て、
最
近か
念
り

厳
しい
要
求を
提
起し
て
きてい
る。
あ
る
意
味で
は、
たい
へ
んム

シ
の
い
い
要
求とい
っ
て
も
よい。
天
安門
事
件
を
起し
た
の
は
中国

側で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
西
側
諸
国の一
員と
し
て
中
固に
制
裁

行
為
を
と
ろ
う
と
す
る
日
本に
対
し
て
は、
し
ば
しば
強い
牽
制
球
を

投
げ
て
く
る。

わ
が
国
政
府
は、
他の
西
側
諸
国
と
は
還っ
て、
日
中
友好
とい
う

うに、
自
ら
中
固に
出か
け
てい
っ
て
難
題
を
背負っ
て
き
た
と
もい

4へ
トh
AJ。

私は、
中
国
が
少
な
く
と
も
戒
厳
令を
解
除
し
た
あ
か
つ
きに、
日

本が
経
済
関
係の
回
復に
積
極
的に
応．す
る
とい
弘こ
と
で
あ
れ
ば、

論
理
的に
整
合
性
を
も
っ
と
思っ
て
い
る。
し
か
し、
今
日
の
よ
う

に、
戒
厳
令も
解
除
し
ない、
天
安
門
事
件に
つ
い
て
はい
っ
さい
反

省
を
し
ない、
そ
の
う
え
で
中
国
が
困っ
てい
る
か
ら
同
借
款
を
再
開

し
て
ほ
しい、
西
側
諸
国
と
のパ
イ
プ
役に
なっ
て
ほ
しい
とい
うの

で
は、
は
な
は
だ
不
当
な
要
求だ
とい
わ
ざる
を
え
ない。

し
か
も
前
回の
伊
東
訪
中
団
は、
日
本の
自
民
党
総
裁
候
補
に
擬せ

ら
れ
た
人
が
二
人
も
入っ
てい
る
有
カ
な
議
員団の
訪
中で
あっ
た。

に
も
か
か
わ
ら
ず、
李
鵬
首
相が
・た
ま
た
ま
休
暇で
滞
陽に
い
る
とい

うの
で、
伊
東
氏の
よ
う
な
長
老
を
ふ
く
む一
行が
わ
ぎ
わ
ざ
飛
行
機

を
乗
り
継い
で、
そ
の
日
の
う
ち
に
溶
腸
ま
で
李
鵬
首
相K
会い
に
行

っ
た。
こ
れ
で
は
ま
さ
に、
私の
い
う
「
朝
貰
外
交」
「
対
中
位
負
け

・2602fr
－ 
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外
交」
そ
の
も
の
で
は
ない
か。

部
小
平
は、
天
安
門
事
件K
際
し
て、
「
西
側の
制
裁
な
ん
て
怖
く

ない。
い
ま
に
日
本が
先
頭
切っ
て
しっ
ぽ
を
振っ
て
やっ
て
く
る」

な
ど
といっ
た
と
伝え
ら
れ
てい
る。
李
鵬
首
相の
態
度も、
と
の
言

葉に
連な
る一
種
の
中
華
思
想、
中
国
中
心
主
義の
現わ
れで
あ
る。

中
国の
近
代
化、
民
主
化に
とっ
て、
最も
対
極
的な
中
華
思
想
的な

対
応
を、
わ
が
国
が
む
し
ろ
助
長
す
る
よ
う
な
役
割
を
し
てい
る
の
で

は
念い
か。

平
成二
年
度κ
おい
て
は、
日
中
経
済協
力
関
係が
徐々
に
動い
て

い
くか
も
し
れ
ない。
だ
が、
そ
の
と
と
に
よっ
て、
他の
西
側
諸国

か
ら
強い
反
発
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
ζ
と
を、
ま
ず
十
分に
わ
きま

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
日
本に
とっ
て
は、
人
橋
や
デ
モ
ク

ラシ
ー
とい
っ
た
人
類の

普遍的
な
原
理
や
理
念
は
突
は
ど
うで
も
よ

い
の
で
あっ
て、
た
だ
た
だ
中
国
と
経
済関
係を
強
化
す
る
とい
う、

ま
さにエ
コ
ノ
ミッ
ク・
アニ
マ
ル
と
し
て
の
対
応を
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
ない
か
l｜
冷
戦が
解
消
しつ
つ
あ
る
今日、
や
は
り
東

は
束、
西は
西で
あっ
て、
西
側の
普
通
的
な
原
理
と
は
か
け
は
な
れ

た
体
質
を、
日
本も
ど
と
か
に
もっ
てい
る
の
で
は
ない
か
ーー
とい

っ
た
不
信
感K
さ
ら
さ
れ
か
ね
ない
か
ら
で
あ
る。

一
方、
中
国の
内
部か
ら
は、
結
局日
本の
政
府
は、
民
衆
を
抑圧

す
る
権
力
者と
癒
着
し
てい
る
の
で
は
ない
か、
多く
の
中
国の
民
衆

の
敵で
は
ない
か、
とい
う
受
け
止め
方が
強く
なっ
て
きてい
る。

中
国
当
局は
否
定
し
てい
る
と
はい
え、
北
京でゴ
ル
フ
を
し
てい
た

日
本の
自
動
車メ
ー
カ
ー
の
駐
在
員ら
に
銃が
放
た
れ
た、
と
の
衝
撃

的
なニ
ュ
ース
も
伝え
ら
れ
て
い
る。
少
な
く
と
も
戒
厳
令が
解
除さ

れ
ない
か
ぎ
り
に
おい
て
は、
政
府・
民
聞
を
問わ
ず、
慎
重な
行
動

と
対
応が
必
要で
は
ない
か。

戒
厳
令の
解
除が
新
年
早々
行わ
れ
る
か
ど
うか、
注
目さ
れ
る
と

ζ
ろで
あ
る。
し
か
し、
そ
の
如
何に
か
か
わ
ら
ず、
平
成－一
年
度の

う
ちに
中
国の
事
態が
本
当に
沈
静
化
す
る
と
は
考え
ら
れ
ない。
そ

れ
だ
けに
日
中
関
係に
おい
て
は、
中
国か
ら
の
大
量の
就
学
生・
留

学
生や、
あ
るい
は
先
般の
偽
装
難
民
な
ど、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題に
つ

い
て、
困
難
念
事
態が
数
多く
発
生
す
るで
あ
ろ
うζ
と
を
覚
悟
し
て

お
く
必
要が
あ
る。
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N
I
E
S
は、
と
れ
まで
の
強い
輸
出
依
存の
経
済
成
長パ
タ
ーン

か
ら、
今日、
内
需
主
導
型の
成
長パ
タ
1
y
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

る。
台
湾
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が、
こ
と
で
は
韓
国
を
例に
こ
の
変
化

を
眺め
て
み
よ
う

韓
国の一
人
当
り
所
得
水
準
を一
九
八
五年
不
変
価
格で
み
る
と、

と
れ
は一
九
七
七
年に一
O
O八
ドル
で
あっ
た
が、
一
九
八
三
年に


